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主な記事 

令和７年度林土連定時総会及び林土連創立６５周年記念行事 

第１回理事会 

会員からの声 

 

 

１ 
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  令
和
７
年
２
月
18
日(

火)

東
京
都
内
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
令
和
７
年
度
林

土
連
定
時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

定
時
総
会
に
は
全
国
か
ら
約
１
５
０
名
の
会
員
の
皆
さ
ま
に
参
集
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
ご
来
賓
と
し
て
林
野
庁
国
有
林
野
部
の
眞
城
英
一
部
長
を
は
じ
め

と
す
る
林
野
庁
幹
部
の
皆
さ
ま
や
林
業
関
係
団
体
の
皆
さ
ま
に
ご
臨
席
を
賜
り

ま
し
た
。 

ま
た
、
定
時
総
会
に
併
せ
て
開
催
し
た
林
土
連
創
立
65
周
年
記
念
行
事
に
は
、

青
山
豊
久
林
野
庁
長
官
に
も
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
ご
挨
拶
を
賜
り
ま
し
た
。 

定
時
総
会
で
は
、
函
館
林
業
土
木
協
会
の
戸
沼 

淳
会
長
を
議
長
に
選
任
し

第
１
号
議
案
「
令
和
６
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
に
つ
い
て
」
、
第
２
号
議
案
「
会

員
の
新
規
加
入
に
つ
い
て
」
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。 

         

          

林
土
連
創
立
65
周
年
記
念
行
事
で
は
、
最
初
に
緑
の
募
金
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、

新
谷
会
長
か
ら
国
土
緑
化
推
進
機
構
の
織
田 

央
専
務
理
事
に
募
金
の
目
録
を

贈
呈
し
ま
し
た
。 

続
い
て
、
林
野
庁
長
官
感
謝
状
授
与
式
で
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
林
業
土
木

事
業
関
係
団
体
の
要
職
に
あ
っ
て
組
織
の
育
成
と
事
業
の
発
展
に
寄
与
し
た
と

し
て
、
青
山
林
野
庁
長
官
よ
り
４
名
の
方
々
に
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

次
に
、
長
年
に
わ
た
っ
て
協
会
の
発
展
に
寄
与
し
た
と
し
て
20
名
の
会
員
に

林
土
連
会
長
よ
り
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
令
和
６
年
度
林
野
庁
治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
農

林
水
産
大
臣
賞
２
点
、
林
野
庁
長
官
賞
32
点
の
受
賞
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

最
後
に
林
野
庁
長
官
感
謝
状
の
受
賞
者
を
代
表
し
て
山
本
求
道
氏
（
九
州
林

業
土
木
協
会
）
、
林
野
庁
治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル
の
受
賞
者
を
代
表
し
て

治
山
の
部
で
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
小
野 

徹
氏
（
東
京
林
業
土
木
協

会
）
か
ら
謝
辞
が
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
ら
れ
、
記
念
行
事
は
終
了
し
ま
し
た
。 

２ 

令
和
７
年
度 

林
土
連
定
時
総
会
を
開
催 

新谷会長 

林野庁国有林野部 眞城部長 

議長の戸沼函館協会会長 

日本林業協会 島田会長 
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大
変
お
忙
し
い
中
、
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
来
賓
の
皆
さ
ま
に
は
、
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
た
、
各
賞
を
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
は
、
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
今
後
、
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

         

           

  

（
協
会
名
、
会
社
名
、
氏
名
（
敬
称
略
）
の
順
に
掲
載
） 

 

○
林
野
庁
長
官
感
謝
状 

４
名 

▽
前
橋
、
那
須
土
木
株
式
会
社
、
玉
木 

茂
▽
名
古
屋
、
付
知
土
建
株
式
会
社
、

三
尾
秀
和
▽
四
国
、
株
式
会
社
原
田
組
、
根
本
長
茂
▽
九
州
、

摩
建
設
株
式

会
社
、
山
本
求
道 

 

○
林
土
連
会
長
表
彰 

20
名 

▽
旭
川
、
株
式
会
社
中
川
建
設
旭
川
支
店
、
三
浦
直
樹
▽
北
見
、
株
式
会
社
三

共
後
藤
建
設
、
後
藤
武
史
▽
帯
広
、
株
式
会
社
ホ
リ
タ
、
堀
田 

真
▽
札
幌
、

株
式
会
社
中
山
組
、
中
山 

茂
▽
函
館
、
株
式
会
社
松
本
組
、
大
越
雄
司
▽
青

森
、
三
和
建
設
株
式
会
社
、
丹
野
敬
治
▽
青
森
、
一
般
社
団
法
人
青
森
林
業
土

木
協
会
、
大
橋
一
元
▽
秋
田
、
山
科
建
設
株
式
会
社
、
山
科 

優
▽
前
橋
、
株

式
会
社
武
藤
組
、
武
藤
恭
平
▽
前
橋
、
株
式
会
社
高
橋
組
、
高
橋
伸
幸
▽
東
京
、

天
野
工
業
株
式
会
社
、
谷
内
政
雄
▽
長
野
、
三
留
野
土
建
株
式
会
社
、
森 

正

人
▽
長
野
、
木
下
建
設
株
式
会
社
、
木
下
勝
貴
▽
名
古
屋
、
ナ
ガ
イ
株
式
会
社
、

村
上 

勉
▽
名
古
屋
、
日
下
部
建
設
株
式
会
社
、
岡
﨑
博
文
▽
大
阪
、
株
本
建

設
工
業
株
式
会
社
、
株
本 

寛
▽
大
阪
、
株
式
会
社
松
原
組
、
松
原
重
充
▽
四

国
、
有
限
会
社
上
西
組
、
上
西
光
男
▽
九
州
、
永
野
建
設
株
式
会
社
、
永
野
真

哉
▽
九
州
、
株
式
会
社
仁
科
産
業
、
仁
科
聡
一
郎 

 

３ 

新谷会長(右)より緑化推進機構 
織田専務理事(左)へ緑の募金を
贈呈 

林野庁長官(右)より九州協会 
山本様(左)へ感謝状の授与 

青山林野庁長官 

小野建設株式会社 小野様による
工事コンクール受賞謝辞 

各 

賞 

受 

賞 

者 
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○
林
野
庁
治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル 

治
山
工
事 

[

農
林
水
産
大
臣
賞]

 

１
名 

▽
東
京
、
小
野
建
設
株
式
会
社
、
小
野
大
和 

[

林
野
庁
長
官
賞]

 

17
名 

▽
旭
川
、
株
式
会
社
中
川
建
設
、
吉
田 

寛
▽
北
見
、
大
同
産
業
開
発
株
式
会

社
、
今
野
政
男
▽
帯
広
、
イ
チ
エ
イ
山
田
建
設
株
式
会
社
、
中
塚 

学
▽
札
幌
、

岩
倉
建
設
株
式
会
社
、
鈴
木
泰
至
▽
函
館
、
株
式
会
社
石
井
組
、
小
保
内
義
人

▽
青
森
、
細
川
建
設
株
式
会
社
、
細
川
雅
祐
▽
秋
田
、
株
式
会
社
丸
高
、
横
瀬

夏
樹
▽
前
橋
、
東
武
建
設
株
式
会
社
、
飯
野
秀
夫
▽
前
橋
、
株
式
会
社
武
藤
組
、

武
藤
恭
平
▽
前
橋
、
株
式
会
社
山
嘉
土
建
、
斎
藤
勝
巳
▽
長
野
、
木
曽
土
建
工

業
株
式
会
社
、
青
木
孝
尚
▽
名
古
屋
、
新
栄
建
設
株
式
会
社
、
高
平
公
輔
▽
大

阪
、
別
府
建
設
株
式
会
社
、
谷
垣
武
志
▽
株
式
会
社
泉
組
、
泉 

巌
▽
大
阪
、

株
式
会
社
井
木
組
、
井
木
敏
晴
▽
四
国
、
明
治
建
設
有
限
会
社
、
川
﨑
篤
志
▽

九
州
、
岩
田
建
設
株
式
会
社
、
岩
田
龍
裕 

 

林
道
工
事 

[

農
林
水
産
大
臣
賞]

 

１
名 

▽
大
阪
、
株
式
会
社
井
原
組
、
井
原
昌
二 

[

林
野
庁
長
官
賞]

 

15
名 

▽
旭
川
、
株
式
会
社
橋
本
川
島
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
橋
本 

毅
▽
帯
広
、
徳

井
建
設
工
業
株
式
会
社
、
徳
井
裕
昭
▽
札
幌
、
岸
本
産
業
株
式
会
社
、
岸
本
教

範
▽
函
館
、
株
式
会
社
工
藤
組
、
福
西
秀
幸
▽
青
森
、
滝
内
建
設
株
式
会
社
、

滝
内
幹
雄
▽
秋
田
、
株
式
会
社
沼
倉
組
、
樋
渡
廣
子
▽
前
橋
、
森
本
建
設
株
式

林野庁長官感謝状受賞者 

林土連会長表彰受賞者 
 

４ 
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会
社
、
森
本 

榮
▽
前
橋
、
瑞
穂
建
設
株
式
会
社
、
篠
原
玄
洋
▽
長
野
、
株
式

会
社
北
原
組
、
北
原
裕
一
▽
名
古
屋
、
株
式
会
社
矢
野
土
木
、
矢
野
克
也
▽
大

阪
、
開
盛
建
設
株
式
会
社
、
村
上
英
司
▽
四
国
、
株
式
会
社
井
原
組
、
井
原
貴

仁
▽
魚
梁
瀬
産
業
有
限
会
社
、
五
百
藏
浩
二
▽
四
国
、
湯
浅
建
設
株
式
会
社
、

湯
浅
雅
喜
▽
九
州
、
林
建
設
株
式
会
社
、
西
釜
茂
文 

                   

 

林
土
連
定
時
総
会
及
び
林
土
連
創
立
65
周
年
記
念
行
事
終
了
後
、
多
く
の
ご

来
賓
を
お
招
き
し
て
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

冒
頭
、
新
谷
会
長
の
挨
拶
の
後
、
森
林
整
備
・
治
山
事
業
促
進
議
員
連
盟
の

山
口
俊
一
会
長
を
は
じ
め
、
多
く
の
国
会
議
員
の
先
生
方
か
ら
力
強
い
激
励
の

お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

国
会
会
期
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ご
来
駕
を
賜
り
ま
し
た
国
会
議
員
の
先
生

方
を
は
じ
め
、
林
野
庁
幹
部
の
皆
さ
ま
、
関
係
団
体
の
皆
さ
ま
に
は
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

               
 

 
 

５ 

林野庁治山・林道工事コンクール受賞者 
（治山工事の部） 

 

林野庁治山・林道工事コンクール受賞者 
（林道工事の部） 

 

森林整備・治山事業促進議員連盟 
山口会長 

 

懇親会の様子 
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１
月
23
日
（
木
）
海
運
ク
ラ
ブ
に
お
い

て
令
和
７
年
度
第
１
回
理
事
会
を
開
催

し
ま
し
た
。 

理
事
会
に
先
立
ち
、
林
野
庁
計
画
課
施

工
企
画
調
整
室
及
び
業
務
課
よ
り
所
掌

事
項
に
つ
い
て
ご
説
明
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

 

理
事
会
で
は
、
冒
頭
、
新
谷
会
長
か
ら
、

「
令
和
７
年
度
の
当
初
予
算
が
概
算
決

定
さ
れ
、
林
野
公
共
事
業
予
算
は
、
令
和

６
年
度
補
正
予
算
と
合
わ
せ
て
、
２
７
３
５
億
円
を
超
え
る
額
を
確
保
で
き
た
。

予
算
確
保
に
協
力
い
た
だ
い
た
各
協
会
及
び
関
係
者
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
林

土
連
と
し
て
は
、
本
年
度
も
予
算
の
さ
ら
な
る
上
積
み
に
向
け
て
し
っ
か
り
と

取
り
組
ん
で
参
り
た
い
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

理
事
会
で
の
主
な
協
議
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

（1） 

令
和
７
年
度
林
土
連
定
時
総
会
及
び
創
立
65
周
年
記
念
行
事
に
つ
い
て 

（2） 

令
和
６
年
度
事
業
報
告
、
決
算
報
告
及
び
監
査
報
告
に
つ
い
て 

（3） 

令
和
７
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
の
一
部
修
正
に
つ
い
て 

 

（4） 

会
員
の
新
規
加
入
に
つ
い
て 

（5） 

令
和
８
年
度
林
土
連
技
術
現
地
研
修
会
に
つ
い
て 

 

 

報
告
事
項 

 

① 

令
和
６
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
関
す
る
活
動
報
告 

 

② 

令
和
７
年
度
コ
ン
プ
ア
イ
ア
ン
ス
委
員
会
事
業
計
画 

 

③ 

令
和
７
年
度
に
お
け
る
林
土
連
の
行
事
予
定 

 

業
務
多
忙
な
中
、
所
管
事
項
の
説
明
に
ご
出
席
い
た
だ
い
た
林
野
庁
の
皆
さ

ま
に
は
改
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

           
 

令
和
７
年
度 

第
１
回
理
事
会
を
開
催 

６ 

林野庁説明 有山室長(左)、宇山
課長(中央)、山内企画官(右) 

新谷会長 

理事会の様子 
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食
と
文
化
の
街 

函
館
か
ら
の
便
り 

 
 

戸
沼
岩
崎
建
設
株
式
会
社 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

代
表
取
締
役
社
長 

戸
沼 

淳 

（
函
館
林
業
土
木
協
会 

会
長
） 

 

は
じ
め
に
全
国
各
地
で
近
年
頻
発
し
て
お
り
ま
す
地
震
、
豪
雨
な
ど
自
然
災

害
で
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

弊
社
は
、
昨
年
皆
様
の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
創
業
90
周
年
・
創
立
70
周

年
の
節
目
の
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
長
年
に

わ
た
り
支
え
て
い
た
だ
い
た
関
係
各
位
の
皆
様
の
お
か
げ
と
、
深
く
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。 

弊
社
は
北
海
道
函
館
市
を
拠
点

に
、
地
域
社
会
と
と
も
に
成
長
を
目

指
す
地
域
に
根
ざ
し
た
建
設
会
社
で

す
。
創
業
以
来
、
土
木
・
建
築
工
事
を

は
じ
め
と
す
る
幅
広
い
分
野
で
、
確

か
な
技
術
と
誠
実
な
対
応
を
通
じ
て

地
域
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
住
環
境
の

向
上
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

創
業
は
１
９
３
４
年
（
昭
和
９
年
） 

         

 

で
す
。
同
年
３
月
に
函
館
大
火
が
あ
り
、
焼
失
戸
数
２
万
戸
以
上
、
死
者
２
千

人
を
超
す
大
惨
事
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
復
興
事
業
と
し
て
住
宅
建
築
工
事

を
施
工
し
た
の
が
弊
社
の
始
ま
り
で
あ
り
ま
す
。
昭
和
22
年
に
は
函
館
営
林
署

が
開
局
さ
れ
、
そ
の
庁
舎
の
建
築
工
事
に
参
加
し
ま
し
た
の
が
国
有
林
事
業
と

関
わ
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
治
山
・
林
道
事
業
に
も
参
入

し
、
昭
和
48
年
羊
蹄
山
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
、
平
成
５
年
北
海
道
南
西
沖
地

震
復
旧
事
業
、
東
日
本
大
震
災
復
旧
事
業
な
ど
数
多
く
の
事
業
に
携
わ
ら
せ
て

い
た
だ
き
、
安
全
で
豊
か
な
く
ら
し
の
実
現
の
た
め
尽
力
し
て
お
り
ま
す
。 

弊
社
が
拠
点
を
お
く
函
館
市
は
、
北
海
道
南
部
に
位
置
す
る
自
然
と
歴
史
、

文
化
が
見
事
に
融
合
し
た
魅
力
あ
ふ
れ
る
港
町
で
す
。
１
８
６
９
年
に
開
港
し

た
函
館
港
は
、
日
本
で
最
初
に
国
際
貿
易
港
と
し
て
開
か
れ
た
五
港
の
一
つ
で

あ
り
、
そ
の
歴
史
が
市
内
の
至
る
と
こ
ろ
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。 

異
国
情
緒
あ
ふ
れ
る
元
町
エ
リ
ア
で
は
、
西
洋
建
築
や
石
畳
の
坂
道
が
広
が

り
、
旧
函
館
区
公
会
堂
や
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
と
い
っ
た
歴
史
的
建
造
物
が
訪

「 

会 

員 

か 

ら 

の 

声 

」 

奥尻町(本町地区)治山工事(平成２６
年度林野庁治山・林道工事コンクール
林野庁長官賞) 

駒ヶ岳(押出Ａの沢)地域防災対策
総合治山工事 

(東日本大震災復旧事業)閖上漁港
広浦橋下部工工事(宮城県名取市) 

７ 
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れ
る
人
々
を
魅
了
し
ま
す
。 

函
館
山
か
ら
望
む
夜
景
は
「
世
界
三
大
夜
景
」
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
ほ
ど

有
名
で
、
そ
の
絶
景
は
訪
れ
る
人
々
に
忘
れ
ら
れ
な
い
感
動
を
与
え
ま
す
。
ま

た
、
五
稜
郭
公
園
は
日
本
初
の
西
洋
式
星
形
要
塞
と
し
て
知
ら
れ
、
春
に
は
約

１
６
０
０
本
の
桜
が
咲
き
誇
る
名
所
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

函
館
は
食
文
化
も
豊
か
で
、
函
館
朝
市
で
は
新
鮮
な
海
産
物
を
堪
能
で
き
、
塩

ラ
ー
メ
ン
や
イ
カ
刺
し
と
い
っ
た
名
物
料
理
が
訪
れ
る
人
々
に
愛
さ
れ
て
い
ま

す
。 年

間
を
通
じ
て
開
催
さ
れ
る
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
は
観
光
客
だ
け
で
な
く
地
元

市
民
も
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
毎
年
８
月
に
行
わ
れ
る
「
函
館
港
ま
つ
り
」

で
は
、
市
民
参
加
型
の
「
い
か
踊
り
」
が
名
物
で
、
観
光
客
も
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
７
月
の
「
函
館
マ
ラ
ソ
ン
」
は
、
美
し
い
景
観
の
中
を
走
る
こ
と

が
で
き
る
人
気
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
さ
ら
に
、
12
月
に
は
「
函
館
ク 

           

          

リ
ス
マ
ス
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
群
を
背
景
に
、

海
上
に
設
置
さ
れ
た
大
き
な
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
が
幻
想
的
に
輝
き
、
夜
に
は

花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
時
期
の
函
館
は
、
一
層
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な

雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
忘
れ
ら
れ
な
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
せ
る
場
所
と
な
り
ま
す
。 

函
館
は
こ
の
よ
う
に
歴
史
、
文
化
、
自
然
、
食
が
融
合
し
た
魅
力
的
な
地
域

で
す
。
管
内
に
は
国
有
林
が
広
が
り
、
そ
の
自
然
環
境
は
北
海
道
の
生
態
系
を

支
え
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。 

森
林
の
保
全
や
木
材
資
源
の
管
理
は
、
地
域
の
暮
ら
し
や
産
業
を
支
え
る
基

盤
で
あ
り
、
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
国
有
林
野
事
業
を
通
じ
て
地
域
の
自
然
と

社
会
の
調
和
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

函
館
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
守
り
、
そ
の
魅
力
を
次
世
代
に
伝
え
て
い
く
こ

と
は
、
私
た
ち
の
重
要
な
使
命
で
す
。
林
野
庁
が
進
め
る
治
山
・
林
道
事
業
に

引
き
続
き
参
画
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
私
た
ち
の
会
社
の
歴
史

と
し
て
刻
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

８ 

函館坂道 

ハリストス正教会 

五稜郭公園 

赤レンガ倉庫群 
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○ 
小
山
地
区
（
角
取
山
１
外
）
直
轄
治
山
工
事 

（
Ｒ
４
ゼ
ロ
国
） 

 
 

 
 

 
 

 
施
工
者 

小
野
建
設
株
式
会
社
（
東
京
林
業
土
木
協
会
） 

 

治
山
ダ
ム
５
基
と
流
路
工
、
丸
太
法
枠
工
等
の
複
数
工
種
を
実
施
し
た
工
事

で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
、
計
画
的
な
工
程
管
理
や
施
工
管
理
が
行
わ
れ
て
お

り
、
作
業
の
効
率
化
が
図
ら
れ
て
い
た
。 

           

 

 

 

○
藤
目
谷
林
業
専
用
道
新
設
工
事 

 
 

 

施
工
者 

株
式
会
社
井
原
組
（
大
阪
林
業
土
木
協
会
） 

 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁
の
施
工
に
お
い
て
、
型
枠
資
材
や
支
保
を
増
や
し
、
滑

ら
か
な
曲
線
の
型
枠
を
設
置
し
て
お
り
、
曲
線
美
が
素
晴
ら
し
い
施
工
と
な
っ

て
い
た
。
ま
た
、
流
路
工
の
流
末
に
、
現
地
で
発
生
し
た
自
然
石
を
利
用
し
た

流
路
を
設
置
す
る
な
ど
工
夫
が
見
ら
れ
た
。 

           

 
 

 

林
野
庁
治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル 

 
 

 
 

農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞
工
事
の
紹
介 

９ 

完成状況 

完成状況 

ＩＣＴ技術を活用した完成予想図 

滑らかな曲線に仕上げた擁壁 
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林
土
連
の
会
員
で
あ
る
全
国
14
の
林
業
土
木
協
会
で
は
、
毎
年
、
地
元
の
国

有
林
野
な
ど
で
様
々
な
社
会
貢
献
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

令
和
６
年
度
も
、
多
く
の
協
会
で
森
林(

国
有
林)

の
整
備
や
森
林
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
施
設
の
環
境
整
備
、
林
道
・
遊
歩
道
の
補
修
、
不
法
投
棄
物
の
回
収

な
ど
の
ク
リ
ー
ン
活
動
な
ど
、
地
域
の
実
情
や
要
望
に
応
じ
て
多
岐
に
わ
た
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
令
和
６
年
度
も
梅
雨
や
台
風
に
伴
う
豪
雨
な
ど
各
地
で
災
害
が
発
生

し
ま
し
た
が
、
各
協
会
と
関
係
森
林
管
理
局
と
の
間
で
締
結
し
て
い
る
「
国
有

林
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
定
」
に
基
づ
い
て
、
会
員
の
専
門
的
知
見
と
機
動
力

を
活
か
し
、
豪
雨
直
後
に
被
害
発
生
状
況
等
を
調
査
し
て
森
林
管
理
局
・
署
に

報
告
す
る
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。 

こ
の
ほ
か
、
森
林
・
林
業
及
び
林
業
土
木
事
業
の
後
継
者
の
育
成
・
確
保
を

図
る
た
め
の
学
生
を
対
象
と
し
た
現
場
見
学
会
を
開
催
す
る
な
ど
の
活
動
も
実

施
し
て
い
ま
す
。 

林
土
連
で
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
よ
り
多
く
の
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
各
協
会
が
行
っ
た
社
会
貢
献
活
動
の
概
要
を
平
成
26
年
度
か
ら
冊
子
に
取

り
ま
と
め
て
発
行
し
て
い
ま
す
。 

今
年
も
令
和
６
年
度
の
各
協
会
の
活
動
を
取
り
ま
と
め
、(

Vol.11)

と
し
て
冊
子

を
発
行
し
、
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
主
要
な
国
会
議
員
、
林
野
庁
、
各
森
林
管

理
局
等
に
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

な
お
、
各
協
会
が
実
施
し
た
社
会
貢
献
活
動
は
、
当
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(
h
t
t
p
:
/
/
r
i
n
d
o
r
e
n
.
o
r
.
j
p
/
)

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

                      
 

令
和
６
年
度 

 
 

 

社
会
貢
献
活
動
実
施
報
告
書(

Vol.11)

を
発
行 

令和６年度 社会貢献活動報告書（Vol.11） 
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１
月
23

 

日
（
木
） 

第
１
回
理
事
会
、
三
役
会
議
（
海
運
ク
ラ
ブ
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
（
海
運
ク
ラ
ブ
） 

  

２
月

 

３

 

日
（
月
） 

事
務
局
長
定
例
会
議
（
リ
モ
ー
ト
） 

  

２
月
18

 

日
（
火
） 
令
和
７
年
度
林
土
連
定
時
総
会 

 

及
び
創
立
65
周
年
行
事 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
ホ
テ
ル
ル
ポ
ー
ル
麹
町
） 

 

３
月

 

３

 

日
（
月
） 

事
務
局
長
定
例
会
議
（
リ
モ
ー
ト
） 

     

４
月

 

２

 

日
（
水
） 

令
和
７
年
度
第
１
回
技
術
・
安
全
委
員
会 

（
リ
モ
ー
ト
） 

 

７
月
（
未
定
） 

 
 

 

三
役
会
議
（
海
運
ク
ラ
ブ
） 

  

９
月

 

９

 

日
（
火
） 

 

第
２
回
理
事
会
、
三
役
会
議
（
海
運
ク
ラ
ブ
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
（
海
運
ク
ラ
ブ
） 

  

９
月

 

10
日
（
水
） 

事
務
局
長
会
議
（
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
赤
坂
見
附
） 

 

10
月
22
日
（
水
） 

 
 

～
23
日
（
木
） 

技
術
現
地
研
修
会
（
軽
井
沢
町
） 

11
月
17
日
（
月
） 

 

技
術
担
当
者
連
絡
協
議
会
（
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
赤
坂
見
附
） 

 

11
月
18
日
（
火
） 

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
講
習
会
（
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
赤
坂
見
附
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

労
働
災
害
防
止
研
修
会
（
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
赤
坂
見
附
） 

 

11
月
19
日
（
水
） 

治
山
・
林
道
の
つ
ど
い 

（
海
運
ク
ラ
ブ
） 

 

12
月

 

４

 

日
（
木
） 

第
３
回
理
事
会
、
三
役
会
議
（
海
運
ク
ラ
ブ
）

 

 

令
和
８
年 

 

１
月
22
日
（
木
） 

第
１
回
理
事
会
、
三
役
会
議
（
海
運
ク
ラ
ブ
） 

  

２
月
17
日
（
火
） 

令
和
８
年
度
定
時
総
会
及
び
関
連
行
事 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
ホ
テ
ル
ル
ポ
ー
ル
麹
町
） 

      

◎ 

令
和
７
年
度
林
土
連
定
時
総
会
及
び
創
立
65
周
年
記
念
行
事
は
、
多
く
の

会
員
の
皆
様
方
に
参
集
い
た
だ
き
、
一
連
の
行
事
を
滞
り
な
く
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

 
 

ま
た
、
ご
多
忙
の
中
、
来
賓
と
し
て
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
森
林
整
備
・

治
山
事
業
促
進
議
員
連
盟
の
山
口
会
長
、
林
野
庁
の
青
山
長
官
は
じ
め
多
く

の
皆
様
方
に
は
改
め
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

●

 

● 

今 

後 

の 

予 

定 

●

 

● 

●

 

● 

編 

集 

後 

記 

●

 

● 

●

 

● 

協 

会 

の 

主 

な 

動 

き 

●

 

● 
11 
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◎ 

今
回
、
林
土
連
創
立
65
周
年
に
あ
た
り
林
野
庁
長
官
感
謝
状
を
受
賞
さ
れ

た
皆
さ
ま
を
は
じ
め
林
土
連
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ま
、
そ
し
て
林

野
庁
治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル
で
農
林
水
産
大
臣
賞
や
林
野
庁
長
官
賞

を
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ま
方
に
は
、
心
か
ら
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

◎ 

令
和
６
年
度
治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
工
事
が
林
野
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

本
年
度
か
ら
は
掲
載
さ
れ
て
い
る
受
賞
工
事
写
真
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、

工
事
概
要
と
工
事
関
係
事
業
者
の
一
覧
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。 

（h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
r
i
n
y
a
.
m
a
f
f
.
g
o
.
j
p
/
j
/
g
y
o
u
m
u
/
t
i
s
a
n
r
i
n
d
o
c
o
n
c
o
u
r
s
/
k

o
u
j
i
c
o
n
.
h
t
m
l

） 

         

一
般
社
団
法
人 

日
本
林
業
土
木
連
合
協
会 

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
二―

一
四―

二 

山
王
グ
ラ
ン
ド
ビ
ル
三
階 

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）
〇
三―

三
五
八
一―

七
七
〇
四 

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）
〇
三―

三
五
八
〇―

八
四
〇
三 

h
t
t
p
:
/
/
r
i
n
d
o
r
e
n
.
o
r
.
j
p
 

発
行
者 

 

堂 

本 
 

整 
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